
読み書きの困難や学力不振の児童生徒への支
援に活用できるICT機器について 

地域支援センターやわた 

NPO法人　支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction



サンプル（ポッドキャストの作成）



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





事前連絡で聞きたい内容を幾つかいただいたので

それに沿っておはなします。


時間があれば実技演習もできればと思います

本日のAdenda



周囲から「怠けている」「やる気がない」と誤解されてしまうケース

「みんなと違うことはしたくない」という思いから、支援を拒む

支援の必要性が十分に共有されにくい

本人の自己理解と受容を促す支援方法や、 保護者との連携

小・中・高校の各段階に応じた、学級内での合理的配慮の具体例

ユニバーサルデザインの視点を踏まえた授業展開例

地域支援センターとして学校に助言できるような、実践的な知識

音声教科書とデイジー教科書について



読み書きが苦手なことにより学習に困難を感じながらも、


その「困り感」をうまく言葉にできず、周囲から「怠けてい

る」「やる気がない」と誤解されてしまうケース









기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?

練習すれば読めますか？　書けますか？　

読めなければ、素早く書けません 
↕ 

何度書いてもテストでは書けない 

視写・模写では時間の無駄では？！

書くのが遅いからって 
ICTでは手書きよりも遅くなるのでは？！



ディスレクシア「Dyslexia」



Never give up on learning by yourself | Tomonao 
Matsuya | TEDxKids@Chiyoda





本人自身も「みんなと違うことはしたくない」という思いか

ら、支援を拒むこともある



アプローチが遅すぎたかも・・


みんながICTを使えば・・


（不便さ・面倒くささに気づくはず！）


（TPO に応じてアナログ・ICTの便利さは違う）


逆にアプローチが早すぎると・・


操作が楽しくてICTから離れない



保護者の中には「今はできないけれど、いずれできるようにな

るだろう」といった認識を持たれている場合もあり、支援の必

要性が十分に共有されにくいという課題もある


ChatGPTに聞いてみました。



1. 読み書き困難の「疑似体験」 
•ディスレクシア体験ワーク 
　文字が左右反転していたり、一部が抜け落ちた文章を短
時間で読んでもらう。 
　→「読むのに時間がかかる」「意味が頭に入らない」こ
とを実感できます。









1. 読み書き困難の「疑似体験」 
•制限付き書字体験 
　利き手でない手で漢字を書いたり、ペン先に輪ゴムを巻
いて「うまく動かせない」状況を体験してもらう。 
　→「頭ではわかっているのに、書けない」というストレ
スを理解できます。



기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?

練習すれば読めますか？　書けますか？　

読めなければ、素早く書けません 
↕ 

何度書いてもテストでは書けない 

視写・模写では時間の無駄では？！



「漢字を覚えろ」→「ポケモン全部描け」と言うようなもの 
文字が画像に見えてしまう学習障害当事者の感覚

私は「先生、ピカチュウ描けますか？」と聞いた。 

「絵を見たら『これがピカチュウ』とすぐ分かりますよね？横に見本があれば見な
がらなら描けるかもしれませんね。でも見本が無かったら？頭にぼんやりピカチュ
ウがいても白紙を前にしたら（あれ？耳ってどんな？ほっぺたピンク？手は？）て
なりません？彼らの漢字はそれと一緒です。それでも何回も書いてたらピカチュウ
ほどメジャーならそれっぽく書けるようになるかもしれませんね。でもポケモンて
全部で800くらいいるんですって。その一匹一匹をヒゲの1本まで正確に覚えられま
すか？必死でやれば覚えられるかもしれませんね。でもかなり必死ですよね。なの
に、このキャラヒゲが一本足りないとか言われるんです。いやですよね。途中から
『なんとなく形が合ってればもう良くない？』て思うか、諦めるかしません？ 

でも諦めることも許されないんです。彼らはその状況下にいるんです。

https://news.yahoo.co.jp/articles/64ccc126a84aba2fda3f3e3da95af4e78d789526

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%94%E3%82%AB%E3%83%81%E3%83%A5%E3%82%A6&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_64ccc126a84aba2fda3f3e3da95af4e78d789526
https://news.yahoo.co.jp/articles/64ccc126a84aba2fda3f3e3da95af4e78d789526


文字が画像のように見える、というのは、私たちは文字と絵を分けて認識すること
ができ、瞬時に漢字を頭の中でパーツに分解することができるけれど、彼らの脳は
そうじゃないってことです。私たちがピカチュウの絵に『ピカチュウ』という情報
がくっついてるだけで描き方なんて考えないのと一緒です。」 

と言ったら、それまで「書けないとか言ってないで頑張らせないと」と言っていた
管理職が黙った。 

で「そんなふうに、文字に対する脳の認識が根本的に違うんです。だから読めるけ
ど書けないんです」と念押ししたら「…そういうことなのか…」と呟き、会議室の
空気が少し変わった。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/64ccc126a84aba2fda3f3e3da95af4e78d789526

https://news.yahoo.co.jp/articles/64ccc126a84aba2fda3f3e3da95af4e78d789526


2. ICT活用の前後比較体験 
• ICTなしの課題とICTありの課題を比較 
　例：短い文章を紙に書いてもらったあと、同じ文章を音
声入力や予測変換で書いてもらう。 
　→「本来の思考力はあるのに、表出手段で差が出る」こ
とを直感的に理解してもらえます。



2. ICT活用の前後比較体験 
•読み上げ機能の効果体験 
　漢字にルビがない文章を読んでもらい、その後にタブ
レットの読み上げ機能を使う。 
　→「情報にアクセスできるかどうか」で学習効率が大き
く変わることを実感。



3. 成長の「待つ」ことのリスクを可視化 

•「今できないけれど、そのまま待った場合のシミュレー
ション」 
　例えば小3で「習った漢字の3割しか使えない」子が、そ
のまま中学に進むとレポートやテストでどう不利になるか
を提示する。 

•二次障害の紹介 
　「頑張っても周囲と同じ結果が出ない経験」が続くと、
学習意欲や自己肯定感が低下することを、事例とともに伝
える。 



4. 保護者が「我が子の強み」を体感できる仕掛け 
•苦手をカバーするツールを使ったときに「本来の理解力や
発想力が生き生きと出てくる」様子を見てもらう。 
•例：音声入力やiPadで作文をすると「自分の考えをどんど
ん話せる」姿を見ていただく。 



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない

社会モデル 
インクルーシブ

子どもたちの特性を
活かす！！



リト＠葉っぱ切り絵



https://www.instagram.com/reel/B6NvxK7JnpU/

Mozu

https://www.instagram.com/reel/B6NvxK7JnpU/








本人の自己理解と受容を促す支援方法や、 保護者との連携の

工夫（合理的配慮の進め方も含めて）



音声教材：機械読みではなく、肉声で読み上げをして欲しい


（ブラウザで手軽に使いたい）

（申請を簡単に行いたい）

（中高生の教科書も使いたい）


読むことに困難がある

デイジー教科書

（比較的操作が簡単

　申請が簡単）


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html


見え方を変えれば読める


音声で聞けば分かる




書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード



◯保護者が支援方法を学習すること


（補完するための手段（選択肢）を増やすこと）


　子供が使用方法や使用するシーンの選択


✘保護者が支援方法を学校・子供に強要する


（知識があっても実際に使ったことがない


　使ってみなければ分からない）


　音声読上、音声入力、キーボード入力・・



小・中・高校の各段階に応じた、学級内での合理的配慮の具体

例とデモンストレーション



特別支援学級



カメラ（静止画） 
視覚情報で残す



ボイスメモ 
聴覚情報で残す



音声アシスタントSiri　　聞けば分かる 
（操作がわからない）　



テキスト認識表示　自動で必要なアプリ起動 
（文字入力ができない）　 



53

書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

日本語かなキーボード



書くことに困難がある
文字がまだ定着していない


（文字を書くことに時間がかかる）

（似たような文字を間違える）

（日本語かなキーボードも間違えることがある）


文字を選択する度に音が鳴る 
また、漢字の選択肢を選択する 
度に読み方が鳴る 
文字と音を一致させていき、 
定着を図る


＊設定方法は次頁

タイプ入力フィードバック



書くことに困難がある

文字入力の処理速度を少しでも早くしたい


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力に時間がかかる）


特に自分の氏名や地名 
などよく使う単語は登録して 
おくことで負担はかなり下がる


＊設定方法は次頁

ユーザー辞書
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触ることに困難がある
不要な処理をしないようにしたい


（すぐに別のアプリに切り替えてしまう）

（触ってほしくない場所を触ってしまう）

（集中して一つのことに取り組んで欲しい）


子どもたちに触ってほしく 
無い場所（設定や広告‥） 
を無反応にする 
アプリを勝手に終了させたく 
無い場合


アクセスガイド

グレーアウトしている 
箇所がタップしても動作しません
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触ることに困難がある
必要最低限のアプリのみを表示したい 

（別のアプリアイコンが気になってしまう）

（すっきりアプリを選択たい）

（アプリアイコンが小さくて選択しにくい）


昔のラクラクスマホのように 
最低限必要なアプリのみが 
表示されるように設定します


アシスティブアクセス





小学校



60

画面の文字を読み上げて欲しい


（文字を読むのに時間がかかる）

（読んでもらえれば理解できる）

（ネットだけでなく画像も読んで欲しい）

（アクセシビリティ

　読み上げコンテンツ）


読むことに困難がある
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒リーダーを表示1⃣

不要なフレームが非表示に

なる（＊サイトの作り方に依存

ならないサイトもある）

2⃣

3⃣

非表示後

音声読上げを行う
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ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）
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書くことに困難がある
音声入力をしたい（一定の漢字が習得できている）


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字変換をしても良い）


（日本語で音声入力をする際

にはキーボードが日本語入力

モードにしておく事が必要）


音声入力
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書くことに困難がある

UDトーク

音声入力をしたいが、漢字変換をしないでほしい場合


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字が読めない）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4
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書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

日本語かなキーボード
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書くことに困難がある
日本語かな（フリック）キーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（五十音ではスピードがでない）

（スマホでも活用できるスキルを習得したい）


日本語かな（フリック） 
キーボード
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書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード
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書くことに困難がある
撮影したワークシートに入力したい


（紙に書くことが難しい）

（キーボード、手書きなどで追記したい）

（数学などキーボードでは入力が難しい）


ワークシート画像に手書きで 
回答 
または、キーボード入力


マークアップ
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書くことに困難がある
音声で指示を録音したい


（紙に書くことが遅い）

（聞くだけでだいたい指示は理解できる）

（後に音声を文字化したい）


音声を文字化することも可能


＊設定方法は次頁

ボイスメモ



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存







中・高等学校
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒気をそらす項目を非表示1⃣

不要な広告部分をタップ

（青い□で囲まれたら⇒

　非表示を押す）

2⃣

3⃣ 同じ処理を繰り返す


非表示

非表示
非表示後

4⃣ 音声読上げを行う




メモ＋手書き電卓
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記憶することに困難がある
スケジュールを管理したい 

（開始前にアラームが欲しい）

（繰り返しの予定を自動で作成して欲しい）

（予定の種類によって区別したい）


カレンダー
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記憶することに困難がある
スケジュールを管理したい 

（開始前にアラームが欲しい）

（繰り返しの予定を自動で作成して欲しい）

（時間でなく場所でリマインドしたい）


リマインダー
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記憶することに困難がある
時間の管理をしたい 

（アラームが使いたい）

（タイマーが使いたい）

（時差を知りたい）


タイマー
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記憶することに困難がある
忘れないようにササッと登録しておきたい 

（キーボード入力は面倒くさい）

（音声でメモしておきたい）

（画像でメモしておきたい）


メモ
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記憶することに困難がある

場所が思い出せない 

（場所を簡単に知りたい）

（日付で場所を調べたい）


写真







ユニバーサルデザインの視点を踏まえた授業展開例の紹介


物理的なUD化だけでなく、授業のUD化がポイント





音韻認識・語彙力が少ない・漢字が読めない

勝手読みには、語彙力が最低限必要ですよね！ 
↕ 

語彙力がなければ読めない！



기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?

読めなければ書けない

読めなければ、素早く書けません 
↕ 

何度書いてもテストでは書けない 

視写・模写では時間の無駄では？！

書くのが遅いからって 
ICTでは手書きよりも遅くなるのでは？！



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！（授業のUD化）

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・

社会モデル 
UD授業・教育

授業が変われば困りは無くなる？！



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存



地域支援センターとして学校に助言できるような、実践的な知

識の提供



校長先生が最終決定する 
組織として検討する義務がある 
（校内委員会の設定・検討）

後野文雄先生の研修資料より



後野文雄先生の研修資料より



学びの選択肢の必要性を理解 

GIGA活用の選択権が児童生徒にあることを理解 

児童による活用が校務削減につながる



インクルーシブって？！

インクルーシブという考え方は、誰もが自分らしく生きられる
社会を実現し、全員が社会の一員として尊重されることを目指し
ています。この考え方は、差別や排除を減らし、すべての人が共
に成長し、協力できる社会を作るために不可欠です。 

出来ないことをひたすら訓練　⇒ 

　　苦手なことはICTのにちょっと頼る 

普段気づかない（こんな事ばかり！）　⇒　　 

　　得意なことはどんどん伸ばす　



https://dot.asahi.com/aerakids/articles/-/264399

https://dot.asahi.com/aerakids/articles/-/264399


音声教科書とデイジー教科書についての解説もお願いできると

のことで、よろしくお願いいたします。



音声教材
発達障害等により、通常の検定教科書では一般的に使用される文字や 
図形等を認識することが困難な児童生徒に向けた教材で、パソコンや 
タブレット等の端末を活用して学習するものです。 
発達障害等、障害により紙の教科書を読むことが困難な児童生徒は、 
音声教材の提供を受けることが可能です。 
また、令和6年7月19日より、日本語指導が必要な児童生徒も 
音声教材の提供を受けることが可能となりました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm

文部科学省では音声教材の製作についての委託調査研究を実施しており、令和7年度には六つの団体が音声教材を製作し、必要な児童生徒に
対して原則として無償で提供しています。 

• 日本障害者リハビリテーション協会「マルチメディアデイジー教科書」（日本障害者リハビリテーション協会ホームページにリンク） 
• 東京大学先端科学技術研究センター「Access Reading」（東京大学先端科学技術研究センターホームページにリンク） 
• NPO法人エッジ「音声教材BEAM」（NPO法人エッジホームページにリンク） 
• 茨城大学「ペンでタッチすると読める音声付教科書」（茨城大学ホームページにリンク） 
• 広島大学「文字・画像付き音声教材」（広島大学ホームページにリンク） 
• 愛媛大学教育学部「愛媛大学UNLOCK」（愛媛大学ホームページにリンク） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm


https://ehimeuniv-cie.jp/unlock/about.html

音声教材の機能や規格、特徴

https://ehimeuniv-cie.jp/unlock/about.html


音声教材：機械読みではなく、肉声で読み上げをして欲しい


（ブラウザで手軽に使いたい）

（申請を簡単に行いたい）

（中高生の教科書も使いたい）


読むことに困難がある

デイジー教科書

（比較的操作が簡単

　申請が簡単）


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html


10025
12345678

①　QRコードをスキャン 
②　ID,パスワード　を入力 
③　使ってみて下さい



マルティメディアデイジー教科書の活用方法

https://mpf.jsrpd.jp/ よりID,パスワードでログオン


QRコードでログオンをしたい場合には

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext_player.html#qrcode

を参照


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext_player.html#qrcode


音声教材：Word文書も読み上げたい


（行間、カラー、フォントなど個に合わせた設定をしたい）

（docxワードファイルかePub電子書籍ファイルが選択）

（読むときに不要な情報に目が行ってしまう）


読むことに困難がある

AccessReading

（Word形式⇒Wordで閲覧

　ePub形式⇒ブックアプリ

　の２タイプから選択）


＊設定方法は次頁



Word・ブックアプリの活用方法

1⃣

2⃣

Access Readingのサイトより申請

https://accessreading.org/index.html 内の登録申請

Word形式⇒Wordアプリ・ブラウザ版Wordで閲覧

　　　　　読み上げコンテンツで再生


ePub形式⇒ブック（標準プレインストールアプリ）で閲覧

　　　　　読み上げコンテンツで再生


https://accessreading.org/index.html


音声教材：文字情報なしで音声のみで良い


（紙の教科書を見ながら音声のみ聞きたい）

（移動時間などにスマホでも聞きたい）

（iPad以外が自宅にはない）


読むことに困難がある

BEAM

（mp3音楽ファイルなので

　デバイスに依存しない

　聴覚情報のみで良い場合

　には便利）


＊設定方法は次頁



Beamの活用方法

1⃣

2⃣

Beamのサイトより申請

https://www.npo-edge.jp/use-edge/beam/ 内の登録申請

Safariなどのブラウザでサイトより

　　　　　本・頁を選択して視聴


https://www.npo-edge.jp/use-edge/beam/


音声教材：肉声で読み上げをして欲しい


（紙の教科書を同じように使いたい）


読むことに困難がある

ペンでタッチすると 
読める音声付教科書

（みんなと同じ教科書

　自由にどこからでも読める

　自分の教科書が作れます

　扱いが簡単です）

＊設定方法は次頁



ペンでタッチすると読める音声付教科書



音声教材：読むだけでなく書き込みもしたい


（教科書にチェックするような課題時に音声教材は不便）

（自分でプリントなどを追加したい）

（文字の拡大率が一番大きい）


読むことに困難がある

UDブラウザ

（書き込みモードと読み上げ

　モードの切替が可能

　頁呼び出し・書き込み

　オリジナル書籍作成可能）


＊設定方法は次頁 https://psylab.hc.keio.ac.jp/app/UDB/

https://psylab.hc.keio.ac.jp/app/UDB/


UDブラウザ をダウンロード

UDブラウザの活用方法

1⃣

2⃣ 慶應義塾大学「PDF版拡大図書」のサイトより申請

https://psylab.hc.keio.ac.jp/DLP/2024/index.html

3⃣ オリジナル書籍の作成（PDF形式、リフロー読み上げ形式）

➕(初画面右上）⇒OCRで書籍を作成⇒（最大50頁まで作成可能）


オリジナル書籍の作成（PDF形式飲み（読み上げなし）

➕(初画面右上）⇒ファイルアプリから読み込み


https://psylab.hc.keio.ac.jp/DLP/2024/index.html


音声教材：読むだけでなく書き込みもしたい


（教科書にチェックするような課題時に音声教材は不便）

（自分でプリントなどを追加したい）

（文字の拡大率が一番大きい）


読むことに困難がある

UD-Book

（原本の教科書のレイアウ
トと似たレイアウトで読め
て、ハイライトと合成音声
で読み上げ）


＊設定方法は次頁 https://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/onsei/index.html

https://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/onsei/index.html


UD-Bookの活用方法

https://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/onsei/3riyouhou.html

http://www.apple.com/jp


https://home.hiroshima-u.ac.jp/ujima/onsei/3riyouhou.html

http://www.apple.com/jp


音声教材：肉声に近い読み上げをして欲しい


（目立たない方法で音声読み上げをしたい）

（紙の教科書に音声呼び出しシールを貼りVOCAPENで）

（音声データ・テキストのみをiPadにインストールする）


読むことに困難がある

UNLOCK

（専用VOCAPENで

　音声読み上げ

　iPadでテキスト

　iPadで音声

　利用方法が多様）

＊設定方法は次頁



UNLOCKの活用方法

1⃣

2⃣

UNLOCKのサイトより申請

https://ehimeuniv-cie.jp/unlock/flow.html 内の登録申請

音声再生ペンを購入


3⃣ 音声再生ペンをとレターパックを愛媛大学へ送付


4⃣ （音声教材の作成）（愛媛大学）


5⃣ 音声教材が届く


https://ehimeuniv-cie.jp/unlock/flow.html


まとめ



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



読むのが難しいので音声読み上げ 
聞くだけでは理解しにくいかも・・ 

書くのが難しいのでキーボード入力 
手で書くよりも遅いかも・・ 

手法にこだわない 
アナログとのハイブリッド 
TPOに応じた使い分けが重要

教科や文字量・テストや授業など 
状況に応じた使い分けの力を 
付けることが自立には必要



🔑ポイント 

•「読み書き困難の大きさ」と 
「支援で広がる可能性」を両方体感して
もらうこと 
•「今助けることが、将来の自立につなが
る」ことを理解する 
•TPOに応じた使い分けができる力をつけ
る



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



障がい者（障碍者） 
本人に障害がある 

↓ 
障害者 

本人の周囲（社会）に障壁がある

周囲や環境が変わることが重要！ 



みんな遅かれ早かれ、出来なくなりますよ！ 

年をとると… 

見えなくなる（読めなくなる　　　　→視覚障害 
聞こえにくくなる　　　　　　　　　→聴覚障害・APD 
覚えられなくなる（忘れやすい　　　→知的障害・認知症 
歩きにくくなる（歩けなくない　　　→肢体不自由 
手が震える（細かい作業が困難　　　→DCD 
書くことが困難になる　　　　　　　→LD 
食べにくくなる　　　　　　　　　　　　 
話しにくくなる 
　　　… 

代替手段が必要になるんです！！ 
そのひとつがICTの活用です 
児童生徒は出来なくて困っているんです。 

ルーペ・拡大鏡
補聴器・スピーカー
メモ・リマインダー
車椅子・車
誰かにやってもらう
キーボード・スマホ

代替手段を知っているから自己解決 
出来るんですよ！！



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi
http://npo-atds.org



